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[image: image1.emf]大学院生の研究協力者としての外国出張について       大学院生の「研究協力者」としての国内外での調査研究の実施手段 は、研究代表者又は研究分担者の判断に任せられるが、日本より大学 院生（研究協力者）のみで出発し、調査研究を行い、帰国するような 大学院生（研究協力者）の単独行動の日程を含む調査研究計画につい ては下記事項を明確に記入した調書を作成し、事前に、研究代表者の 所属研究機関に提出 すること。      ・大学院生（研究協力者）が単独で行わなければならない業務内 容とその必要理由      ・現地での安全確保の方策      ・現地で事故・災害に遭った場合の対策      ・その他事務担当者が必要とする情報等           ★研究代表者は、 当該大学院生と定期的に連絡をとるなどして、常 に、依頼した調査研究の進捗状況の把握や安全確保に努めるようにし てください 。       ★ 学部学生が研究協力者として外国で単独行動を行うことは認められません 。    
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